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(57)【要約】
【課題】設置する際の作業性を向上できる開口部の防水
装置を提供する。
【解決手段】構造物の開口部６を開閉する開閉体４に対
して屋外側に設置されて開口部を閉塞するシート１０と
、開口部の幅方向の端部に位置する柱状の支持部材２と
、支持部材に対して着脱可能であり、かつシートを保持
する保持部９を有する保持部材５と、を備え、支持部材
と保持部材とは、それぞれが有する係合部３０，５０同
士が係合することにより固定される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造物の開口部を開閉する開閉体に対して屋外側に設置されて前記開口部を閉塞するシ
ートと、
　前記開口部の幅方向の端部に位置する柱状の支持部材と、
　前記支持部材に対して着脱可能であり、かつ前記シートを保持する保持部を有する保持
部材と、
　を備え、前記支持部材と前記保持部材とは、それぞれが有する係合部同士が係合するこ
とにより固定される
　ことを特徴とする開口部の防水装置。
【請求項２】
　前記支持部材は、上下方向に延在する支持側第一係合部と、支持側第二係合部とを有し
、
　前記保持部材は、前記支持側第一係合部と係合する保持側第一係合部と、前記支持側第
二係合部と係合する保持側第二係合部とを有する
　請求項１に記載の開口部の防水装置。
【請求項３】
　前記保持部材は、前記支持部材における屋外側の面に対して固定される
　請求項１または２に記載の開口部の防水装置。
【請求項４】
　前記保持部材は、前記支持部材における前記開口部側の面に対して固定される
　請求項１または２に記載の開口部の防水装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開口部の防水装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、開閉体によって開閉される開口部からの浸水を抑制する技術が提案されている。
例えば、特許文献１には、シャッタの裏面には屈曲自在な防水シートが設けられていると
共に、防水シートと対向するようにしてガイド部材にはシール部材が設けられ、シャッタ
に浸水しようとする氾濫水等の水圧がシャッタの表面に作用すると、防水シートがシール
材に圧接されるようになっている、浸水防止機能を備えたシャッタ装置の技術が開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４４５９７４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　防水装置を設置する際の作業性を向上できることが望まれている。例えば、構造物に対
してシートを容易に固定できることが好ましい。
【０００５】
　本発明の目的は、設置する際の作業性を向上できる開口部の防水装置を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の開口部の防水装置は、構造物の開口部を開閉する開閉体に対して屋外側に設置
されて前記開口部を閉塞するシートと、前記開口部の幅方向の端部に位置する柱状の支持
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部材と、前記支持部材に対して着脱可能であり、かつ前記シートを保持する保持部を有す
る保持部材と、を備え、前記支持部材と前記保持部材とは、それぞれが有する係合部同士
が係合することにより固定されることを特徴とする。
【０００７】
　上記開口部の防水装置では、支持部材に対して保持部材が着脱可能であるため、設置す
る際の作業性を向上できる。
【０００８】
　上記開口部の防水装置において、前記支持部材は、上下方向に延在する支持側第一係合
部と、支持側第二係合部とを有し、前記保持部材は、前記支持側第一係合部と係合する保
持側第一係合部と、前記支持側第二係合部と係合する保持側第二係合部とを有することが
好ましい。
【０００９】
　上記開口部の防水装置では、２組の係合部を有することにより、保持部材を支持部材に
対してより確実に固定できる。
【００１０】
　上記開口部の防水装置において、前記保持部材は、前記支持部材における屋外側の面に
対して固定されることが好ましい。
【００１１】
　上記開口部の防水装置では、保持部材の着脱を容易に行うことができる。
【００１２】
　上記開口部の防水装置において、前記保持部材は、前記支持部材における前記開口部側
の面に対して固定されることが好ましい。
【００１３】
　上記開口部の防水装置では、シートの幅の低減を図ることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る開口部の防水装置によれば、設置する際の作業性を向上できるという効果
を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、第１実施形態に係る開口部の防水装置の平面図である。
【図２】図２は、第１実施形態に係る開口部の防水装置の要部を示す図である。
【図３】図３は、第１実施形態に係る開口部の防水装置のシート設置時の状態を示す図で
ある。
【図４】図４は、第１実施形態に係る開口部の防水装置のシート設置時の要部拡大図であ
る。
【図５】図５は、第１実施形態の第１変形例に係る支持部材の平面図である。
【図６】図６は、第１実施形態の第２変形例に係る開口部の防水装置の要部を示す平面図
である。
【図７】図７は、第１実施形態の第３変形例に係る支持部材の平面図である。
【図８】図８は、第１実施形態の第４変形例に係る開口部の防水装置の要部を示す平面図
である。
【図９】図９は、第２実施形態に係る支持部材の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明の実施形態に係る開口部の防水装置につき図面を参照しつつ詳細に説明
する。なお、この実施形態によりこの発明が限定されるものではない。また、下記の実施
形態における構成要素には、当業者が容易に想定できるものあるいは実質的に同一のもの
が含まれる。
【００１７】
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［第１実施形態］
　図１から図４を参照して、第１実施形態について説明する。本実施形態は、開口部の防
水装置に関する。図１は、本発明の第１実施形態に係る開口部の防水装置の平面図、図２
は、第１実施形態に係る開口部の防水装置の要部を示す図、図３は、第１実施形態に係る
開口部の防水装置のシート設置時の状態を示す図、図４は、第１実施形態に係る開口部の
防水装置のシート設置時の要部拡大図である。
【００１８】
　図１には、第１実施形態に係る開口部の防水装置１－１を鉛直方向の上方から見た図が
示されている。本実施形態に係る開口部の防水装置１－１は、シート１０と、支持部材２
と、保持部材５とを含んで構成されている。
【００１９】
　本実施形態の構造物１は、店舗であり、開口部６は店舗の出入口である。店舗のフロン
ト部分は板状のガラス３によって屋内と屋外とが仕切られている。支持部材２は、方立で
あり、開口部６の幅方向の端部に位置する柱状の部材である。支持部材２は、ガラス３を
支持する枠部としての機能を有しており、ガラス３の縁部が支持部材２に嵌め込まれてい
る。支持部材２は、開口部６の幅方向の両端部にそれぞれ設けられており、鉛直方向に延
在している。支持部材２は、床面７から、少なくとも開閉体４におけるシート１０によっ
て覆われる領域の上端位置まで設けられている。
【００２０】
　本実施形態に係る構造物１では、一対の支持部材２によって開口部６の幅方向の端部が
形成されている。支持部材２は、断面矩形の部材であり、開口部６の幅方向と平行な２つ
の平面と、幅方向と直交する２つの平面とを有する。支持部材２は、例えば、アルミ等の
金属材料で構成されている。
【００２１】
　図１に示す本実施形態の開閉体４は、両開きのスライド式の自動ドアである。開閉体４
は、２枚のドア４１，４２を有する。ドア４１，４２は、それぞれドア枠４１ａ，４２ａ
と、ガラス４１ｂ，４２ｂとを有する。ガラス４１ｂ，４２ｂは、ドア枠４１ａ，４２ａ
によって支持されている。ドア４１，４２は、支持部材２に対して屋内側に配置されてい
る。開閉体４は、図示しないモータ等の動力によってドア４１，４２を幅方向に移動させ
ることで開口部６を開放あるいは閉塞する。
【００２２】
　シート１０は、構造物１の開口部６を開閉する開閉体４に対して屋外側に設置されて開
口部６の下端側の領域を閉塞する。本実施形態に係るシート１０の形状は、矩形である。
シート１０は、遮水性を有しており、開口部の防水シートとして機能する。また、シート
１０は、可撓性を有しており、伸縮可能であってもよい。シート１０の素材は、例えば、
樹脂、ゴム、表面を樹脂などでコーティングした布等である。シート１０は、水圧による
開閉体４の変形に追従できる素材で構成されることが好ましい。
【００２３】
　シート１０の幅は、開口部６の幅よりも大きい。シート１０は、開閉体４の鉛直方向下
端側の部分と、構造物１における開閉体４に隣接する部分とを一体に覆う。本実施形態に
係るシート１０は、図１に示すように、保持部材５を介して支持部材２に対して固定され
た状態で、開閉体４と、支持部材２と、床面７とを一体に覆う。シート１０の下端部１０
ａは、床面７を覆い、シート１０の幅方向の両端部は、それぞれ支持部材２を覆う。つま
り、保持部材５は、シート１０が開閉体４と、支持部材２と、床面７とを一体に覆う位置
で支持部材２に対して固定される。これにより、シート１０は、開閉体４と支持部材２と
の隙間や開閉体４と床面７との隙間、ドア４１とドア４２との隙間等を介して屋内に水が
浸入することを抑制することができる。
【００２４】
　保持部材５は、以下に説明するように、支持部材２に対して着脱可能であり、かつシー
ト１０を保持する保持部９を有する。支持部材２と保持部材５とは、それぞれが有する係
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合部同士が係合することにより固定される。本実施形態の開口部の防水装置１－１は、保
持部材５が支持部材２に対して着脱可能であることにより、構造物１に対してシート１０
を容易に固定することができ、設置する際の作業性を向上することができる。
【００２５】
　図３に示すように、保持部材５は、支持部材２と係合し、支持部材２に対して固定可能
な部材である。まず、図２を参照して、支持部材２の構成について説明する。支持部材２
は、係合部３０を有する。係合部３０は、支持部材２の正面２１、すなわち支持部材２に
おける屋外側を向いた面に形成されている。つまり、本実施形態では、保持部材５は、支
持部材２における屋外側の面に対して固定される。係合部３０は、支持部材２の上端から
下端まで延在している。ただし、係合部３０は、支持部材２の上端から下端までの領域の
うち、保持部材５と係合する領域に少なくとも配置されていればよい。本実施形態の係合
部３０は、正面２１における開口部６側と反対側の端部に寄せて配置されている。
【００２６】
　係合部３０は、支持側第一係合部３１と、支持側第二係合部３２とを含んで構成されて
いる。支持側第一係合部３１は、上下方向に延在している。また、支持側第二係合部３２
は、支持側第一係合部３１と平行に設けられており、上下方向に延在している。支持側第
一係合部３１は、相対的に開口部６に近い側に配置されており、支持側第二係合部３２は
、相対的に開口部６から遠い側に配置されている。第一溝部３３は、支持側第一係合部３
１に対して開口部６側と反対側に配置されている。第一溝部３３は、支持部材２の正面２
１に形成された溝部であり、上下方向に延在している。支持側第一係合部３１は、第一溝
部３３の開口部に配置されており、第一溝部３３における開口部６側の一部を閉塞してい
る。支持側第一係合部３１は、支持部材２の外壁の一部をなしている。支持側第一係合部
３１は、幅方向において開口部６側と反対側に向けて突出しており、保持部材５と係合す
る爪部として機能する。
【００２７】
　支持側第二係合部３２は、第二溝部３４と、突出部３９とを有する。支持側第二係合部
３２は、正面２１における開口部６側と反対側の端部に配置されている。突出部３９は、
支持部材２の外壁の一部をなしており、先端が幅方向の開口部６側に向いている。第二溝
部３４は、突出部３９に対して屋内側に形成されている。第二溝部３４は、支持部材２の
正面２１に形成された溝部であり、上下方向に延在している。突出部３９は、第二溝部３
４の開口部に配置されており、第二溝部３４における開口部６側と反対側の一部を閉塞し
ている。突出部３９は、幅方向において開口部６側に向けて突出しており、後述する保持
部材５の保持側第二係合部５３の抜けを抑制する。
【００２８】
　第一溝部３３と第二溝部３４との間には、突起部３５が設けられている。突起部３５は
、基部３６と、第一突起部３７と、第二突起部３８とを有する。基部３６は、第一溝部３
３および第二溝部３４の底部よりも屋外側に向けて突出している。第一突起部３７および
第二突起部３８は、基部３６から屋外側に向けて突出している。第一突起部３７および第
二突起部３８は、平行に配置されており、上下方向に延在している。第一突起部３７およ
び第二突起部３８の先端は、正面２１と面一である。
【００２９】
　図３に示すように、保持部材５は、本体５１と、保持側第一係合部５２と、保持側第二
係合部５３と、保持部９と、当接部５６とを有する。保持部材５の係合部５０は、保持側
第一係合部５２と、保持側第二係合部５３とを含んで構成されている。保持部材５は、図
３に示す断面と直交する方向に所定の長さを有している。以下の説明では、保持部材５に
おいて、図３に示す断面と直交する方向を「長手方向」と称し、図３の左右方向を「幅方
向」と称する。
【００３０】
　本体５１は、平板状の部材である。保持部９は、本体５１の幅方向の一端に配置されて
いる。保持部９は、断面形状が略Ｃ字形状の中空円筒状の構成部であり、本体５１側と反
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対側にスリット部９ａが形成されている。シート１０の幅方向端部には、棒状部材１１が
配置されている。棒状部材１１は、保持部９の中空部に挿入可能なものであり、本実施形
態では断面形状が円形の部材である。棒状部材１１は、シート１０の幅方向端部に設けら
れており、図１に示す下端部１０ａには設けられていない。棒状部材１１は、剛性を有す
る部材であり、シート１０における棒状部材１１が配置された辺を直線状に保持すること
ができる。棒状部材１１は、シート１０に対して接着や溶着等により固定されている。な
お、棒状部材１１は、シート１０の端部に設けられた折り返し部に包まれていてもよい。
棒状部材１１の外径は、保持部９の中空部に挿入可能であり、かつスリット部９ａから抜
け出さない大きさである。
【００３１】
　保持側第一係合部５２は、支持部材２の支持側第一係合部３１と係合する。保持側第二
係合部５３は、支持部材２の支持側第二係合部３２と係合する。本実施形態に係る開口部
の防水装置１－１は、保持側第一係合部５２と支持側第一係合部３１とからなる１組の係
合部と、保持側第二係合部５３と支持側第二係合部３２とからなる１組の係合部とを有す
る。２組の係合部を有することにより、支持部材２に対して保持部材５をより確実に固定
することができる。また、支持部材２に対する保持部材５の着脱を容易に行うことができ
る。
【００３２】
　保持側第一係合部５２および保持側第二係合部５３は、保持部材５の長手方向および幅
方向と直交する方向に突出している。保持側第一係合部５２は、保持部９に接続されてお
り、保持部９の外周面から径方向の外側に向けて突出している。保持側第一係合部５２は
、先端側に突起部５４を有する。突起部５４は、保持部材５の幅方向の外側に向けて凸と
なっている。
【００３３】
　保持側第二係合部５３は、基端が本体５１に直交して接続されており、先端部５５が保
持部材５の幅方向の外側に向けて屈曲している。保持部材５を支持部材２と係合させる場
合、まず、ユーザーによって保持側第二係合部５３の先端部５５が第二溝部３４に挿入さ
れる。保持側第二係合部５３の先端部５５は、突出部３９の裏側に入り込み、保持側第二
係合部５３と支持側第二係合部３２とが係合する。保持部材５は、先端部５５が第二溝部
３４に挿入された状態で、先端部５５を回転中心として回動可能な状態となる。ユーザー
は、保持部材５を回動させて、保持側第一係合部５２を第一溝部３３に押し込む。
【００３４】
　保持部材５を回動させて保持側第一係合部５２を第一溝部３３に近づけていくと、突起
部５４が支持側第一係合部３１の先端に当接する。この状態から、保持部材５を押し込む
と、保持側第一係合部５２が幅方向の内側に向けて弾性変形し、突起部５４が第一溝部３
３に挿入される。保持側第一係合部５２の突起部５４が第一溝部３３の内部に挿入される
と、復元力によって保持側第一係合部５２が幅方向の外側に向けて変形する。これにより
、突起部５４が支持側第一係合部３１の裏側に当接して、保持側第一係合部５２と支持側
第一係合部３１とが係合する。保持側第一係合部５２は、復元力によって支持側第一係合
部３１を開口部６側に向けて押圧し、保持部材５の位置を保持する。保持側第一係合部５
２が支持側第一係合部３１と係合し、保持側第二係合部５３が支持側第二係合部３２と係
合することで、保持部材５は支持部材２と係合し、支持部材２に対して固定される。
【００３５】
　保持部材５の当接部５６は、保持側第一係合部５２の突起部５４との間に支持側第一係
合部３１を挟み込み、支持側第一係合部３１を保持する。当接部５６は、保持側第一係合
部５２よりも保持部材５の幅方向外側に設けられている。当接部５６は、保持側第一係合
部５２の基部から幅方向外側に向けて突出している。図３に示すように、保持側第一係合
部５２が支持側第一係合部３１と係合すると、当接部５６が支持部材２の正面２１に当接
し、突起部５４との間に支持側第一係合部３１を挟み込む。これにより、保持部材５は、
支持側第一係合部３１を保持し、支持部材２に対して固定される。
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【００３６】
　保持部材５が支持部材２に対して固定された状態で、保持部９のスリット部９ａは、開
口部６側の先端に位置している。すなわち、保持部９の中空部は、開口部６側を向いて開
口している。シート１０は、図３に示すように棒状部材１１が保持部９に挿入されること
により、保持部材５によって保持される。シート１０は、棒状部材１１および保持部材５
を介して支持部材２に対して固定され、支持部材２によって支持される。開口部６の幅方
向の両端の支持部材２にそれぞれ保持部材５が取り付けられ、シート１０の両端部が保持
部材５によって支持される。棒状部材１１は、保持部９の端部からスライドさせて中空部
に挿入されることが可能であり、スリット部９ａを押し広げてスリット部９ａを通って保
持部９の中空部に挿入されることも可能である。
【００３７】
　ユーザーは、例えば、シート１０の棒状部材１１を保持部９に挿入した後で保持部材５
を支持部材２に対して取り付けるようにしても、保持部材５を支持部材２に対して取り付
けた後でシート１０の棒状部材１１を保持部９に挿入するようにしてもよい。ユーザーは
、現場の状況等に応じて、先にシート１０を保持部材５に保持させてから保持部材５を支
持部材２に取り付けることも、保持部材５を支持部材２に取り付けてからシート１０を保
持部材５に保持させることもできる。従って、本実施形態に係る開口部の防水装置１－１
によれば、設置する際の作業性を向上させることができる。
【００３８】
　シート１０の両端部が支持部材２によって支持された状態で、屋外から水が寄せてくる
と、図３に示すように、シート１０に水圧がかかる。その際、シート１０が支持部材２の
コーナー部２４に当接する。シート１０は、水圧によって支持部材２や開閉体４に向けて
押圧されて、支持部材２や開閉体４に密着する。シート１０は、支持部材２と開閉体４と
の隙間を塞ぎ、屋内への水の浸入を抑制する。また、シート１０は、ドア４１とドア４２
との隙間を塞ぎ、屋内への水の浸入を抑制する。また、シート１０は、水圧によって床面
７に向けて押圧される。これにより、シート１０は、開閉体４と床面７との隙間や支持部
材２と床面７との隙間を塞ぎ、屋内への水の浸入を抑制する。なお、シート１０の下端部
１０ａ上に押圧部材を設置するようにしてもよい。押圧部材は、自重により下端部１０ａ
を床面７に向けて押圧する部材である。押圧部材がシート１０の下端部１０ａを床面７に
向けて押圧することで、シート１０と床面７との間からの浸水をより確実に抑制すること
ができる。押圧部材の形状は、例えば、平板形状とすることができる。
【００３９】
　また、本実施形態に係る開口部の防水装置１－１では、図４を参照して説明するように
、シート１０に水圧がかかった場合に保持部材５が支持部材２から外れてしまうことを抑
制できるように、係合部３０，５０が構成されている。
【００４０】
　シート１０に水圧がかかると、図４に矢印Ｙ１で示すように、シート１０に対して開口
部６側へ向けて引っ張る力が作用する。この力により、保持側第一係合部５２には、矢印
Ｙ２で示すように第一溝部３３に挿入する向きの力が作用する。一方、保持側第二係合部
５３に対しては、矢印Ｙ３で示すように、第二溝部３４から引き出される向きの力が作用
する。従って、保持部材５がシート１０を保持するときに保持側第二係合部５３が支持側
第二係合部３２から外れてしまうことを抑制できることが望ましい。
【００４１】
　本実施形態に係る開口部の防水装置１－１では、保持側第二係合部５３と支持側第二係
合部３２とが深く噛み合っている。図４に示すように、保持側第一係合部５２と支持側第
一係合部３１との噛み合い深さＷ１に対して、保持側第二係合部５３と支持側第二係合部
３２との噛み合い深さＷ２が大きい。噛み合い深さＷ１は、支持側第一係合部３１と保持
側第一係合部５２とが係合しているときの突起部５４と支持側第一係合部３１との重なり
の幅である。噛み合い深さＷ２は、支持側第二係合部３２と保持側第二係合部５３とが係
合しているときの先端部５５と突出部３９との重なりの幅である。
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【００４２】
　噛み合い深さＷ２が噛み合い深さＷ１よりも大きいことで、保持側第二係合部５３の先
端部５５は支持側第二係合部３２と深く噛み合っている。従って、保持部材５がシート１
０を保持しているときに保持側第二係合部５３が第二溝部３４から抜け出ることが抑制さ
れる。また、噛み合い深さＷ１が噛み合い深さＷ２よりも浅いことで、保持部材５を支持
部材２に対して着脱する際に要する力が軽減される。保持部材５を支持部材２に対して取
り付ける際には、保持側第二係合部５３と支持側第二係合部３２とを先に係合させてから
保持側第一係合部５２を支持側第一係合部３１に係合させるようにすれば、小さな力で保
持部材５を支持部材２に係合させることができる。また、保持部材５を支持部材２から取
り外す際には、保持側第二係合部５３と支持側第二係合部３２とを係合させた状態で保持
側第一係合部５２を第一溝部３３から引き出すようにすれば、小さな力で保持部材５を支
持部材２から取り外すことができる。
【００４３】
　本実施形態に係る開口部の防水装置１－１では、保持部材５が支持部材２における屋外
側の面に対して固定される。支持部材２の屋外側の面は、周囲に作業スペースを確保しや
すく、保持部材５の着脱を容易に行うことができる。
【００４４】
　なお、開閉体４は、本実施形態で例示された自動ドアには限定されない。開閉体４は、
例えば、開き戸や折れ戸、シャッターカーテン等であってもよい。また、自動で開閉され
るものだけでなく、手動で開閉されるものであってもよい。また、開閉体４は、両開きに
限らず、片開きのものであってもよい。
【００４５】
　本実施形態の構造物１では、開口部６の幅方向の両端に支持部材２が配置されているが
、これに限らず、開口部６の幅方向の一端にのみ支持部材２が配置されていてもよい。こ
の場合、支持部材２が配置されている方の端部では、シート１０を設置するときに支持部
材２に対して保持部材５を固定するようにすればよい。支持部材２のような柱状の支持部
材が設けられていない方の端部では、例えば、シート１０を設置する際に、壁面等に設け
た係合部に対して保持部材５を取り付けるようにしてもよい。また、壁面等に常に保持部
材５を固定しておくようにしてもよい。また、壁面等に保持部９のみを固定しておくよう
にしてもよい。
【００４６】
　本実施形態では、構造物１が店舗であったが、これに限定されるものではなく、ギャラ
リー、展示室、美術館、事務所等の来客や観客が出入りするものであってもよいし、その
他の構造物であってもよい。また、本実施形態では、開閉体４が屋内と屋外とを仕切るも
のであったが、これには限定されず、開閉体４は屋内側と屋外側とを仕切るものであって
もよい。例えば、開閉体４は、建屋内における屋外側の通路と屋内側の室内とを仕切るも
のであってもよい。
【００４７】
　本実施形態では、柱状の支持部材２の断面形状が矩形であったが、支持部材２の形状は
これには限定されない。支持部材２は、係合部３０を有するものであればよい。正面２１
は平面であることが好ましいが、凹凸を有していたり、湾曲していたりしてもよい。この
場合、保持部材５の形状を正面２１の形状に応じた形状とすることが好ましい。
【００４８】
［第１実施形態の第１変形例］
　第１実施形態の第１変形例について説明する。図５は、第１実施形態の第１変形例に係
る支持部材の平面図である。第１変形例に係る支持部材２において、上記第１実施形態の
支持部材２と異なる点は、突起部６５の頂面６６が平坦な点である。支持部材２の係合部
６０は、支持側第一係合部６１と、支持側第二係合部６２とを有する。支持側第一係合部
６１は、上記第１実施形態の支持側第一係合部３１と同様とすることができる。支持側第
二係合部６２は、上記第１実施形態の支持側第二係合部３２と同様の構成とすることがで
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きる。支持側第二係合部６２は、上記第１実施形態の突出部３９と同様の突出部６９、お
よび上記第１実施形態の第二溝部３４と同様の第二溝部６４を有する。また、第一溝部６
３は、上記第１実施形態の第一溝部３３と同様とすることができる。
【００４９】
　突起部６５は、第一溝部６３と第二溝部６４との間に設けられている。突起部６５は、
第一溝部６３および第二溝部６４の底部に対して屋外側に突出している。突起部６５は、
図５に示す断面形状が、基端側から先端側へ向かうに従い幅が減少するテーパ形状である
。突起部６５の頂面６６は、平面であり、正面２１と面一である。
【００５０】
［第１実施形態の第２変形例］
　第１実施形態の第２変形例について説明する。図６は、第１実施形態の第２変形例に係
る開口部の防水装置１－１の要部を示す平面図である。第２変形例に係る支持部材２にお
いて、上記第１実施形態および第１変形例の支持部材２と異なる点は、係合部６０が支持
部材２の横幅一杯に設けられている点である。支持側第一係合部６１は、幅方向の開口部
６側の端部に配置されており、支持側第二係合部６２は、幅方向の開口部６側と反対側の
端部に配置されている。保持部材５の幅は、支持部材２の幅と同様である。支持側第一係
合部６１および支持側第二係合部６２は、それぞれ上記第１変形例の支持側第一係合部６
１および支持側第二係合部６２と同様の構成とすることができる。また、第一溝部６３は
、上記第１変形例の第一溝部６３と同様の構成とすることができる。
【００５１】
［第１実施形態の第３変形例］
　第１実施形態の第３変形例について説明する。図７は、第１実施形態の第３変形例に係
る支持部材の平面図である。第３変形例の支持部材２において、上記第１実施形態の支持
部材２と異なる点は、係合部６０が正面２１の幅方向の中央に配置されている点である。
支持側第一係合部６１および支持側第二係合部６２は、それぞれ上記第１変形例の支持側
第一係合部６１および支持側第二係合部６２と同様の構成とすることができる。また、第
一溝部６３は、上記第１変形例の第一溝部６３と同様の構成とすることができる。
【００５２】
［第１実施形態の第４変形例］
　第１実施形態の第４変形例について説明する。図８は、第１実施形態の第４変形例に係
る開口部の防水装置１－１の要部を示す平面図である。第４変形例の保持部材５において
、上記第１実施形態の保持部材５と異なる点は、保持部９のスリット部９ａが開口部６側
と異なる位置に配置されている点である。
【００５３】
　スリット部９ａは、例えば、図８に示すように、保持部材５の幅方向の内側を向いて配
置されていてもよい。また、スリット部９ａは、保持部材５が支持部材２に対して固定さ
れた状態で、屋外側を向くように配置されてもよい。
【００５４】
［第２実施形態］
　第２実施形態について説明する。図９は、第２実施形態に係る支持部材の平面図である
。第２実施形態に係る開口部の防水装置２－１において、上記第１実施形態の開口部の防
水装置１－１と異なる点は、正面２１に代えて、支持部材２における内側面２２に係合部
３０が配置されている点である。
【００５５】
　内側面２２は、支持部材２における開口部６側の面であり、一対の支持部材２における
幅方向において互いに対向する面である。内側面２２は、開口部６の幅方向の両端を形成
する面である。本実施形態の係合部３０は、内側面２２に配置されている。係合部３０は
、支持側第一係合部３１および支持側第二係合部３２を含んで構成されている。支持側第
一係合部３１および支持側第二係合部３２は、それぞれ上記第１実施形態の支持側第一係
合部３１および支持側第二係合部３２と同様の構成とすることができる。
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【００５６】
　本実施形態では、係合部３０は、内側面２２における屋外側に配置されている。支持側
第二係合部３２は、内側面２２における屋外側の端部に配置されている。支持側第一係合
部３１は、支持側第二係合部３２に対して屋内側に配置されている。第一溝部３３は、支
持側第一係合部３１に対して屋外側に配置されている。支持側第一係合部３１は、第一溝
部３３の開口部に配置されており、第一溝部３３における屋内側の一部を閉塞している。
支持側第一係合部３１は、屋外側に向けて突出している。
【００５７】
　支持側第二係合部３２は、突出部３９と、第二溝部３４とを有する。第二溝部３４は、
突出部３９に対して開口部６側と反対側に配置されている。突出部３９は、第二溝部３４
の開口部に配置されており、第二溝部３４における屋外側の一部を閉塞している。突出部
３９は、屋内側に向けて突出している。第一溝部３３と第二溝部３４との間には、上記第
１実施形態の突起部３５と同様の突起部３５が設けられている。
【００５８】
　本実施形態の開口部の防水装置２－１によれば、係合部３０や第一溝部３３が内側面２
２に設けられていることで、意匠性の低下が抑制される。係合部３０が内側面２２に配置
された場合には、係合部３０が正面２１に配置される場合と比較して、屋外側から見たと
きに係合部３０が目立ちにくいという利点を有する。また、シート１０の幅を小さくする
ことができるという利点がある。例えば、係合部３０を正面２１に設ける場合よりも、シ
ート１０の幅を小さくすることが可能である。
【００５９】
［上記各実施形態の変形例］
　上記の各実施形態や各変形例において、支持部材２の溝部３３，３４，６３，６４を覆
う蓋が設けられてもよい。蓋によって第一溝部３３，６３や第二溝部３４，６４、突起部
３５，６５を覆うようにすれば、係合部３０を設けることに伴う意匠性の低下を抑制する
ことができる。蓋は、裏面側に支持側第一係合部３１，６１および支持側第二係合部３２
，６２と係合する係合部を有し、表面は平面とすることが好ましい。蓋は、支持部材２に
対して固定された状態で、表面が正面２１と面一あるいは内側面２２と面一となることが
好ましい。
【００６０】
　また、上記各実施形態や変形例では、支持部材２に溝部３３，３４，６３，６４が設け
られたが、これに代えて、保持部材５に溝部３３，３４，６３，６４と同様の溝部が設け
られてもよい。この場合、支持部材２の係合部が保持部材５の溝部に挿入されることで支
持部材２と保持部材５とが係合するようにすればよい。
【００６１】
　上記の各実施形態および変形例に開示された内容は、適宜組み合わせて実行することが
できる。保持部材５は、例えば、支持部材２のコーナー部２４，２６（図９参照）の何れ
かに固定されてもよい。例えば、保持部材５が開口部６側のコーナー部２４に固定される
場合、係合部３０は、正面２１および内側面２２に設けられる。一例として、支持側第一
係合部３１が内側面２２に、支持側第二係合部３２が正面２１に設けられる。また、保持
部材５が開口部６側と反対側のコーナー部２６に固定される場合、係合部３０は、正面２
１および開口部６側と反対側の面２５に設けられる。一例として、支持側第一係合部３１
が正面２１に、支持側第二係合部３２が開口部６側と反対側の面２５に設けられる。
【符号の説明】
【００６２】
　１－１，２－１　開口部の防水装置
　１　構造物
　２　支持部材
　４　開閉体
　５　保持部材
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　６　開口部
　７　床面
　１０　シート
　１０ａ　下端部
　２１　正面（屋外側の面）
　２２　内側面（開口部側の面）
　３０，６０　係合部
　３１，６１　支持側第一係合部
　３２，６２　支持側第二係合部
　５０　係合部
　５２　保持側第一係合部
　５３　保持側第二係合部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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